










（1）本論文は，2010 年に出版された The Surprising Election and Confirmation of King David 














KJV:  …for I have provided me a king among his sons.
NRSV&ESV:  …for I have provided for myself a king among his sons. 
NJPS:  …for I have decided on one of his sons to be king.
NIV:  I have chosen one of his sons to be king.
McCarter:  …for I have found me a king among Jesse’s sons.（5）
新改訳：　わたしは彼の息子たちの中に，わたしのために，王を見つけたから。
新共同訳：わたしはその息子たちの中に，王となるべき者を見いだした。














（5）Kyle McCarter, I Samuel: A New Translation with Introduction, Notes, and 






にhar（ラアー）という動詞には，確かに McCarter の “I have found”（7），新改
訳の「見つけた」，新共同訳の「見いだした」などの意味合いがある。英語の “I 
have found” に比べて，日本語の「見つけた」や「見いだした」は，har の語幹
のもつ「見る」のニュアンスを上手く表現している（8）。いくつか後の節でharは，





新改訳，新共同訳，McCarter ばかりでなく，１節の har は「見つけた」という







（7）McCarter, I Samuel, 273.
（8）しかし，The Message という個人訳において，Eugene Peterson はここを “I’ve spotted 
the very king I want among his sons” と訳していて，日本語の「見つけた」と「見いだ
した」のように，“I have found” の意味合いを視覚的な形で面白く表現している（Eugene 
H. Peterson, The Message: The Bible in Contemporary Language [Colorado Springs, 
Colo.: NavPress, 2002], １サム 16:1 より）。
（9）１サム16:18 では，サウルの家来の一人は，「私はベツレヘム人エッサイの息子を見たことがありま
す。」と言っている。ここでも原文は「yItyIa∂r」（ライー ティー ）となっているが，多くの訳は「見た」，
“I have seen” と訳している。同じ章のなかでさえ，ヘブライ語の同じ単語が英語や日本語のいく
つもの単語に訳されていることからも，翻訳の整合性を保つ難しさがわかる。



































　13 章 14 節から，主が人の心の内面に特別な関心を抱いていることが見てとれ
るが，このことは第一サムエル記 16 章にも見られる。そして，人の心に対する主







ている。人が見る [hRa√rˆy] ようには見ないからだ。人はうわべを見る 











ならば，それはたんに 13 章 14 節に記されている主の御告げの繰り返しではない。




用いられたという仮説が定着している。例えば，１サムエル記 13 章と 16 章は元々異なる
時代に書かれた資料に基づいていると主張する学者は多い。しかし，サムエル記には，以上
のように，表現の相似やテーマの一貫性が見られ，このことは資料分析に確実性を求めるこ
とを不可能にしている。これらの問題に関しては，Short, The Surprising Election and 
Confirmation of King David（特に第１章）を参照。
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だと明かされている（11）。
　16 章１節の har には，“find”，「見つける」「見いだす」が示す以上の意味が暗
























NJPS や NIV の翻訳者が先述のように訳したこともうなずけるであろう。
　しかし，主が退けたのはダビデの兄弟のみではなかった。そもそもサウルが王位






























（12） 主が「サウルをイスラエルの王としたことを悔やまれた」と記されている１サム 15:35 も参照。
（13） OED Online <http://dictionary.oed.com/cgi/entry/50191067> で“provide, v.”を参照。
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を備えてくださるのだ」（新改訳），「小羊はきっと神が備えてくださる」（新共同訳），
“God will provide for himself the lamb”(ESV), “God himself will provide the 













YHWH’s provision）だけでなく，備えの手段（subject, or means, of YHWH’s 
provision）にもなっているのである。






　　創世記 22:8　　hRÚcAh wø;l _hRa√rˆy   MyIhølTa
　　１サム 16:1　　JKRlRm yIl wyDnDbV;b yItyIa∂r . . . hÎwh◊y rRmaø¥yÅw
　　　　　　　　　（主は言った……わたしは，彼の息子たちの中に , わたしのために王を見た）
（14） NJPS にあるように，このような場合は，直訳である“see”または“see to”は適切な訳と
なっている。
（15） 特にJon D. Levenson, The Death and Resurrection of the Beloved Son:The Transformation 





























（16） 例として，２サム 5:2 を参照。「これまで，サウルが私たちの王であった時でさえ，イスラエ
ルを動かしていたのは，あなたでした。しかも，主はあなたに言われました。『あなたがわた
しの民イスラエルを牧し，あなたがイスラエルの君主となる。』」または，創 37:2，出 3:1，２
サム 7:7-8，詩 78:71 も参照。これらの箇所は，神の民の指導者を羊飼いとして描いている。
Short, The Surprising Election and Confirmation of King David, 64-65 も参照。

































主の備えである（David is the object of YHWH’s provision）。同時に，ダビデ
は主の備えの手段である（David is the subject of YHWH’s provision）。すなわ
ち，ダビデは主の御名により勝利を得，敵からの救いを民にもたらしている。そし
てさらに，この体験を通してダビデ自身は主の備えの受取人・受給者となっている













エル 16 章の前半ですでに定められ，読者に明かされており，内包された読者（the 
implied reader）や理想的な読者（the ideal reader）はそれ以降にダビデが即位
したことに対する弁明や正当化を必要としない。むしろ，読者は第一サムエル 16
章以降に続く物語を通して，主による，まことに驚くべき，そして不思議なダビデ
の選びの承認とその実現を目撃していくことになるのである。
